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構成団体

・堺経営者協会

・南大阪地域大学コンソーシアム

・堺市

参加大学(h25)
３４大学１５高専

参加企業(h25)
８８社(６４企業１０行政１１保育園３プロジェクト)

設立経緯
・平成１１年度：南コンソと近隣大学と堺市がイン
ターンシップを開始(コンソの前身が実施)
・平成１４年度：

●堺経営者協会がインターンシップを経産省
の事業として開始

●南大阪地域大学コンソーシアムと堺市
商工労働部が共同でインターンシップを開始

・平成２３年度：３者共同で堺市のインターンシップ
事業を実施するため、本推進協議会を設立

南大阪地域大学コンソーシアム

参加大学の
所在地域

参加企業の
所在地域
(堺市等)



推進協議会を設立した背景

堺経営者
協会

• ●企業に強い

• ▼大学に弱い

南大阪地
域大学コ
ンソーシ
アム

• ●大学に強い

• ●産学連携を
推進

• ▼企業に弱い

堺市商工
労働部

• ●企業に強い

• ●産学連携を
推進

堺・南大阪インターンシップ
推進協議会

連
携

南大阪地域大学コンソーシアム

強みを活かし

弱みを補い合

う連携



堺・南大阪地域インターンシップ推進協議会
インターンシッププログラムがめざすもの
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２．堺・南大阪地域のインターンシップの現状
-平成２５年度インターンシップ事業報告-
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インターンシップ報告書参照
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インターンシップ

年度 企業 学生

H23 ６５社 ２１２名

H24 ８２社 ２１０名

H25 ８８社 ２０３名

堺・南大阪地域インターンシップ推進協議会実施団体

３４大学１５高専参加大学

８８社(６４企業１０行政１１保育園３プロジェクト)参加企業

夏季休業中の２週間～１ヶ月実施期間

７月中旬に合同オリエンテーションを実施実習前研修

協議会登録大学(南コンソ会員、堺経営者協会登録)参加条件

H26申込者数
一次募集329名 追加募集18名



H25学生マッチング率 80.6％
----マッチング例----

 大阪千代田短期大学 １１名応募１０名決定

 近畿大学 ８名応募 ６名決定

 甲南大学 ８名応募 ８名決定

 四天王寺大学 １６名応募１１名決定

 帝塚山学院大学 １８名応募１４名決定

 阪南大学 ８名応募 ５名決定

 プール学院大学・短期大学部

２７名応募２２名決定

 桃山学院大学 ２９名応募２４名決定

 和歌山大学 ５７名応募４３名決定
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インターンシップの様子

インターンシップ合同オリエンテーション
平成23年7月9日（土）13：00-16：30
於：堺市民会館大集会会議室

参加学生の意欲を高め、責任感や意識向上、インターンシップの目的を明確にするため、180名もの学生が参加しました。
ビジネスマナーや堺・南大阪地域の魅力についても学びました。
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（株式会社サカイ引越センターにて）

（ＳＭＢＣ日興証券株式会社にて）

（株式会社ニッカトーにて）
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平成２５年度 参加学生の属性

学部 人数

人文科学 ３０

社会科学 ７６

理学 １

工学 ２

農学 ０

保険 ０

商船 ３

家政 ３

教育 ７

芸術 ０

その他 ４６

有効アンケート数１６８

学部 学年
年次 人数

１年 １９

２年 １０

３年 １３３

４年 ３

性別
性別 人数

男性 ５３

女性 １１４

未記入 １
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インターンシップに参加して感
じたこと(学生)
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視野が広がった

社会では働くイメージが明確になった

厳しさや責任を感じた

協調性を学び、仕事に取り組む姿勢を学んだ

自分の興味・適性がわかった

将来就きたい業種・企業について理解できた

大学の勉学に更に力をいれようと思った

人脈やネットワークが広がった

その他
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視野が広がった

社会で働くイメージが明確になった

厳しさや責任を感じた



参加した学生のモチベーション
について(企業)
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受入によって得られた効果(企業)
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社会貢献

指導する若手社員の成長



３．実施状況
–平成２６年度インターンシップ-
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-------概略----------------------------------

(１)インターンシップ参加学生募集(４月～５月)

(２)マッチング通知(６月)

(３)インターンシップ追加学生募集(６月)

(４)追加マッチング通知(６月)

(５)学生意思確認

(６)企業・大学間連絡の開始

(７)合同オリエンテーション(７月)

(８)インターンシップ実施(８月～９月)

(９)事後学習会(１０月)

(１０)インターンシップ事業報告会(１１月)

南大阪地域大学コンソーシアム

平成２６年度
インターンシップスケジュール
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事業イベント

年度 企業 学生

H23 ６５社 ２１２名

H24 ８２社 ２１０名

H25 ８８社 ２０３名

時期 イベント 企業 大学職員 学生

６月２９日
(土)

合同オリエンテーション 数名 １２名 １９８名

１０月６日
(日)

事後学習会 ０名 １０名 ８０名

１０月３０
日(水)

インターンシップ報告会
および産学交流会

２１名 ２６名
１名
(発表)

平成２５年度実績

平成２６年６月現在
企業 ９７社(３ＰＢＬ含む)
応募者３３７名 マッチング２５３名



参加の資格

大学が参加を承認した学生

意識をもった学生であること

選考
名称 選考方法

事務局選考 推進協議会事務局にて選考

自社選考 希望企業の面接・エントリーシー
トにて選考

南大阪地域大学コンソーシアム

出願要領



実習にあたって

①報酬、昼食代、交通費は原則支給しません。

②実習期間中の事故については、企業は責任を負いませ
ん。基本的には学生個人の責任になる旨を、学生に徹底
してください。

③事故等の予防対策として、学生は保険に加入し
てください。（保険については、現に各大学が加入し
ている保険を勧めていただいて結構です。）

④実習期間は夏期休暇中になりますので、各大学は不測
の事態に備えて、緊急連絡先を必ず学生に周知徹底させ
てください。
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出願要領



企業エントリーの注意点
マッチングできない場合のよくあるパターン

＜人気企業のみ希望型＞

 学生エントリーシートより(数字はh25実績)
＜第１希望＞

(株)日本旅行(自社選考)・・・・・募集枠４ 第一希望２６ 決定６

＜第２希望＞

(株)紀陽銀行(自社選考)・・・・・募集枠１５ 第一希望３０ 決定９

＜第３希望＞

シティホテルサンプラザ(事務局選考)

・・・・・募集枠２ 第一希望９ 決定２

人気企業のみ希望された場合、マッチングは第１希望優先であることから、
すでに第２、第３希望にはエントリーすらできないことがあります。幅を持
ったエントリーをお願いいたします。
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プロジェクト型インターンシップ
マッチングもれした学生のために(h25事例)

 プロジェクト型インターンシップ(金融型)
①三菱住友銀行 ②大和証券㈱ ③東京開場日動火災保険株式会社

 プロジェクト型インターンシップ(着地型観光)
①JTB西日本 ②南海電気鉄道 ③堺市観光部

 プロジェクト型インターンシップ(伝統産業)
①堺市ものづくり支援課 ②㈱山脇刃物製作所
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 ５日間（am９時～pm５時）のＰＢＬ

 集中しがちな銀行(→金融型)、旅行会社(→着地型観光)、市役
所(→伝統産業)の学生たちの受け皿として開設

 課題をもらって課題解決案を企業へ提案することにより、希
望企業のインターンシップとして経験できる



推進協議会の役割
 堺・南大阪地域インターンシップ推進協議
会の役割は、主に企業と学生のマッチング
です。

 マッチング後の大学-企業間の覚書・評価表

等個別書類の手続きは、推進協議会による
マッチング後、企業と大学で個別に行って
ください。※様式は大学ごとにあると思い
ますので、基本的には大学主導で行ってく
ださい。
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マッチング決定後の流れ



推進協議会統一様式について
 企業からのご要望「出来る限り様式を統一
してほしい」に基づき、推進協議会より、
実習日誌・実習評価報告書の統一様式をご
提示しております。

 大学の皆様は、可能であれば推進協議会統
一様式をご使用ください。

 ご無理であれば、企業とご相談のうえ個別
様式でご対応をお願いいたします。

南大阪地域大学コンソーシアム

実習日誌・実習評価報告書



企業-大学-学生-推進協議会の
連絡体制
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実習中に困った場合の対応に
ついて

大学学生

推進協議会

まずは相談

企業

※最後に南コンソへ
ご報告ください

※最後に経営者協会へ
ご報告ください



４．成果と課題
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堺・南大阪地域インターンシップ推進協議会

Ｈ２５成果と課題
【成果】

 学生数・企業数は年々増加している

 学生の人材育成、企業の若手人材育成につながっ
ている

【課題】

 企業と学生のニーズのマッチングが難しい

学生：銀行・旅行志向、製造業を敬遠しがち

 平成２６年４月に３年生の学生は、３年生の４月
から就職活動が始まるので、それにあわせて企業
の採用が変化する可能性がある

 研修中の企業負担が大きい

南大阪地域大学コンソーシアム
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インターンシップ部会の議論
(１)インターンシップの低学年化

各大学は、インターンシップをなるべく

１～２年生から始めて社会人基礎力を

ゆるやかに醸成してほしいと考えている

(２)企業の負担の軽減を目標に

各大学の緩やかな評価表・勤怠表の統一

(３)インターンシップの多様化

５日１単位、１０日２単位の普及

企業による１dayインターンシップ
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推進協議会の本年度の議論
 学生の第一希望をどこまで優先するか

→第一希望優先にするとマッチング率が低くなる。

 毎年応募者がない企業について
→せっかく枠をとってくれている企業に申し訳ない。

 学生の希望が一極集中することへの対応案

企業の魅力を知ってもらえば、希望は集中しないのではない
か。大学には、企業の魅力を学生に伝えてもらい、学生さんには
いろいろな企業にエントリーしてもらいたい。

企業側窓口(経営者協会)は受入枠を多くするよう枠の確保と開

拓、人気企業には枠よりも多い受入のお願いを頑張るが、それで
も実務上上限がある。
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インターンシップ以外の取組

社長に話を聴こう！

（各大学にて出前講座）

地元企業見学バスツアー

（学生向け、教職員向け）

目的 地元企業に興味・関心をもち、就職してほしい！



ご清聴ありがとうございました。
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